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平成17(2005)年度修士論文要旨
‘学習再考
—体験的世界からの省察―
人はあらゆる時に「学ぶこと」を考える。そ
れは自己のことであり、また隣にいる学生や、
そして対象となる人のことでもある。しかし、
いつもどこかに優れているところがあり、一方
のこちらはつまらないところだとの認識がオ
ペークをかけてしまう。そして自己も人も見え
ずに学習を抱きしめることができなくなってい
く。
このような澳悩の中、「人は社会的な関係と
文化的な資源の中で慣れ親しんだ環境を少しつ
くり変え、ありふれた日常のくりかえしの中で
デザインしなおしながらうまく行為をしてい
る。それは決してつまらないことではない。」
というひとつの学習の見方をえた。今回、状況
における存在としての人間がしていることをそ
のままとらえたLave,Jean. の学習の提案をとり
あげ、従来の学習論のどこを批判しているの
か、何がめざされていたのかにまでさかのぽっ
てみた。
そして、私たちが学習をゆがめていないか、
そしてゆがめられていないかという問い直しで
もあろうと意義づけた。人は何がしかの実践を
するところに参加をして、世界にかかわり、活
動しながら‘何ものがになっていく。ある意
味においてはとても自然な描きではあるが、人
間の社会文化の中での存在の提案が、学校を含
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みあらゆる学習の機会に何が起こっているのか
を浮きあがらせる。
あくまでもこれは学習のひとつの見方であ
り、分析的装置ではないのであるが、あえて第
2章で学校教育への提起として、社会的な学習
何を能力とするのか どのように子どもを社
会に送るのかについて考察をおこなった。さら
に、生きられた経験的な世界で人間が行ってい
ることとして、子どもたちの活動を‘行いなが
ら知ること＇の視点から学習として得ることを
めざした。第3章では、自己の職業経験におけ
る学習を協同と経験に主眼をおいてとらえなお
し、職業教育における学習の問題点も探る。最
後に、 Laveの学習の提案を展開させている実
践コミュニティの概念と、そこでの社会的なア
イデンテイティについて、批判的検討を加えて
いる。
本稿の末尾で述べているのは、学習は刻々と
変化する状況に切り込んでいき、この多様で多
元的な社会の性格を十分に踏みあけて、状況を
変容していく、またそうしていける ‘なにもの
か’になっていくことである。さらにそこから
異なりをうまくつりあわせて、相互に価値を承
認しあいながら、価値の多元性のあり方におり
あいをつけていく可能性を求めた実践行為を、
学習としたいと結ぶ。
学校学習の拡張としての協働的概念形成に関する研究
現在の世界規模でのグローバリゼーションや
学習社会の到来による経済的・社会的・文化的
変容は、学校とそれを取り巻く諸組織（家庭―
地域ー企業のトライアングル）の関係を変え、
伝統的な学校学習の限界と学びをめぐる原基的
な問題を顕在化させている。それは、相互に関
連する三つの側面に要約できるであろう。①近
代学校における科学的概念の特権化、②生徒の
生活世界やコミュニティと学校での学習経験の
分断、③教授—学習プロセスにおける伝達型形
態である。そこで、上記三つの限界をブレーク
スルーするためのツールとして、ユーリア・エ
ンゲストロームによって提唱された「協働的概
念形成」 (collaborativeconcept formation) とい
うアイデイアに注目したい。それは、学校学習
において「テクスト」の（再）生産を担う「教
師」と「生徒」が、それぞれの異質な概念を交
渉 (negotiate)・媒介 (mediate)することを通
して、共有される概念の協働的創造と所与の
「教師」ー「生徒」関係の編み直しを目指すもの
である。
本論は、この「協働的概念形成」を機軸に、
学校学習の概念形成を成立させている構造を解
明し、それを拡張するための可能性を考察しよ
うとするものである。まず、第 I部「学校学習
の構造とその『外部』」においては、学校学習
の概念形成の構造を捉え、「テクスト」が（再）
生産される参加者間の関係を明確にすることを
試みた。そして、教授—学習プロセスにおいて、
同一の「テクスト」を媒介しながらも、既存の
関係とは質的に異なったそれぞれの概念の交渉
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を可能とするゾーンを見出した。次に、第I部
「協働的概念形成としての教授ー学習プロセス」
では、学校学習の概念形成の拡張が、教室の「内
部」から進行していく可能性を考察することを
目的とした。
本論の章立て及び各章における議論は、次の
ような展開となった。第一章「学校学習の活動
システム」では、学校学習における参加者の概
念形成の構造を捉え、その問題を差異の隠蔽と
して特徴づけた。第二章「教授ー学習プロセス
における協働性」では、学校学習を拡張する
ツールとして「協働的概念形成」を位置づけ、
それを教授ー学習プロセスに導入することに
よって「拡張的授業のゾーン」を発見した。第
三章「道具体の拡張としての協働的概念形成」
では、ヴィゴツキーの「概念形成」 (concept
formation)の三つの解釈から、それぞれの「科
学的概念」の役割を捉え、多層的—概念的道具
体としての「テクスト」を提示した。第四章「協
働的概念形成における越境のダイナミズム」で
は、授業の実践事例を分析することによって、
「テクスト」に対する参加者の複数の視点が交
わるダイナミズムを捉えることができた。
学校学習の概念形成を「協働的概念形成」と
して捉え直す試みは、「テクスト」と参加者の
もう一つの関係を構想するということを意味し
ていた。そしてそれは、日常の教授ー学習プロ
セスにおける参加者間のコミュニケーション
が、常に新たな概念の生成に参与しているとい
う事実を提示していたのである。
再帰的近代化社会における
アイデンティティ変容と生涯学習に関する研究
-A・ギデンスの"reflexivity"概念に注目して―
本論文は、イギリスの社会学者、アンソニー・
ギデンス (AnthonyGiddens)のアイデンティ
ティ変容理論を、その鍵概念としてある
"reflexivity"を基軸にして、生涯学習の視座で
捉えていこうとするものである。
近年生涯学習研究においても、また、社会学
研究においても、「反省性」に注目した学習論
が展開されてきている。 "reflexivity"を重要な
概念の一つとして独自の社会理論である「構造
化理論」 (structurationtheory)を体系化し、現
代の社会学に大きな影響を与えたのがギデンス
である。ギデンスは、行為と構造は分裂してお
らず、構造が行為の媒介手段となり、同時に行
為の結果となっているという行為と構造の循環
を「構造の二重性」と呼ぶ。行為を個別の単位
として見ることに異論を唱え、行為とは絶え間
のない生の流れであって、反省したりふり返っ
たりするその時々に、切り取られた断片として
見えるものであるとする。その反省やふり返り
こそが行為の本質であるとし、「再帰的モニタ
リング」 (monitoringreflexively)と呼んでいる。
行為主体は自己を再帰的にモニタリングして
行為するわけだが、現代社会［後期近代］
(late-modernity)は時間ー空間の分離、社会制
度の「脱埋め込み」 (disernbedded)、制度的再
帰性によって再帰性の徹底化が進んだ「再帰的
近代化社会」である。そこにおいては、社会の
変容［変革］と行為主体の再帰性がますます深
く関わり、行為主体のアイデンテイティ変容に
も再帰的に関わるようになっている。行為主体
に本来備わっている再帰性に加え、社会の再帰
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性のダイナミズムが入り込んでくる再帰的近代
化社会では、再帰性が知識レベルにも社会構造
のレベルにも入り込んでいき、行為主体の再帰
的な姿勢が促され、行為主体のあらゆる社会実
践や行動様式にまで影響する。モダニティの再
帰性が自己の核心部にまで及ぶ現代社会におい
て、自己は自らをモニタリングして構築・再構
築する「再帰的プロジェクト」 (reflexive
project) として理解される。
現代社会における自己発達はライフステージ
に従うのではなく、「自己の軌跡」 (trajectory
of the self) として、複数の可能な「ライフス
タイル」から「選択」するものとなってきてい
る。自己アイデンテイティは一人の人間の行為
システムが継続している結果として与えられる
ものではなく、人間の再帰的な活動の中で常に
つくられ、維持されなくてはならないものであ
る。また、外的世界で起こる出来事を統合し、
自己の物語 (narrativeof the self) を再帰的に.. . . 
組織化することによって暫定的に把握されるも
のであり、その過程が「自己の再帰的プロジェ
クト」なのである。
また、再帰的近代化社会において、アイデン
テイティは「層化モデル」 (stratificationmodel) 
として理解される。個人は複数の可能なライフ
スタイルから選択していくが、所属している複
数の生活環境によって行為の様式が食い違うこ
とがあり、これによりライフスタイルの選択や
活動は個人にとって断片的なものとなる。ギデ
ンスはこれを「ライフスタイル・セクター」
(lifestyle sectors) と呼び、一つのライフスタ
イル・セクターは、個人の活動全体の時間的・
空間的な「一片」とする。ライフスタイル・セ
クターの断片をその時々に自己の物語として再
帰的に組織化することで、自己アイデンティ
ティはその都度構築・再構築される。
私たちが生涯において学習していることの多
くは、社会の中で「行為主体」として生きてい
る中にあるのであり、したがって、ギデンスの
アイデンテイティ変容理論における「行為主体」
は「学習者」として捉えられる。また、行為主
体にとって、自身を取り巻く世界の中で出会う
さまざまなこと（人、もの、情報、知識、環境…）
をどのように「意味づけ」ていくかが学習の重
要な要素となり、行為主体が認識を変容させて
いくプロセスが学習なのであり、学習は変容と
してあらわれる。それは、世界の中に存在する
自己をどのように意味づけるかということと不
可分である。自己や周囲を絶えず意味づける行
為は、自己アイデンテイティを構築・再構築す
ることであり、意味や解釈を生成する活動は学
習である。したがって、ギデンスのアイデン
テイティ変容理論におけるアイデンテイティの
変容過程は学習としてとらえられる。
ギデンスは、自己アイデンティティを「物語」
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としてみると同時に「層」として捉えることに
より、自己アイデンテイティは、複合的・重層
的な自己を捉える射程をもっているということ
ができる。ギデンスのアイデンテイティ変容理
論は、行為主体の日常世界における変容と学習
機会における変容の両方を分析することが可能
であり、その双方は再帰的に解釈される。また、
再帰的近代化社会の中で、再帰的な姿勢を促さ
れつつ社会システムの再帰性に働きかける存在
としても行為主体はとらえられる。したがっ
て、日常世界と学習機会の相互作用の中におけ
るアイデンテイティ変容、そして社会と行為主
体の相互作用の中におけるアイデンテイティ変
容を捉えることができる。ここから、複合的・
重層的な自己アイデンテイティと、その変容過
程における学習機会や社会との関係を分析して
いく一つのツールとして、ギデンスのアイデン
テイティ変容理論は有効であるといえる。
なお、ギデンスは「変容」の内実については
踏み込んでいない。権力関係やエンパワーメン
卜概念の検討とともに、アイデンテイティ変容
の方向性に関する問題についての考察は今後の
課題とする。
